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時　　期 新設 閉校・転学 差引 新設 閉校・転学・合併 差引
　1870（Ｍ３） ０ ０ ０ ２ ０ ２
～1879（Ｍ12） ５ １ ４ 15 ３ 12
～1889（Ｍ22） 13 １ 12 35 ２ 33
～1899（Ｍ32） ４ ６ －２ ６ 12 －６
～1912（Ｍ45） ２ １ １ ２ １ １
合　　計 24 ９ 15 60 18 42
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ド・ロ神父19 であった。浦上養育院と浦上十字会
の活動が注目されるようになり、同じ志を持つ女
性たちが長崎に集まり、岩永らのものとで学び帰
郷し、教区担当の神父を指導者として共同体や女
子修道会を発足し、それを母体に育児事業を展開
していった。1880（明治13）年に松浦郡有川村の
態之浦養育院（創立者：ブレル神父）、奥浦村の奥
浦村慈恵院（創立者：マルマン神父）、田崎の田崎
愛苦会（創始者：マタラ神父）、1881（明治14）年
に長崎センタンファンス（マリア園）（創始者：サ
ン・モール会）がある。
　ド・ロ神父は、赴任先の外海で1885（明治18）
年20 にイワシ網すき工場跡に「出津保育所」を設
立している。出津託児所と名付けられたこの施設
は、1935（昭和10）年に出津愛児園託児所、1966
（昭和41）年には出津愛児園と改称され、現在に
至っている。ここでは、２歳から10歳前後の男女
の子どもを収容し、幼年組（２歳から６歳くらい）、
少年組、少女組に分かれ、整列、唱歌、おはなし、読
み書き、そろばん、屋外での自由遊び、祈り、聖
歌、公教要理など宗教教育がなされた。この施設
は保育所的性格よりも宗教教育を目的とした教会
学校と貧児教育的な内容を初期には持っていた21
とされるが、ド・ロ神父は子どもの世話や指導に
あたる聖ヨゼフ会の修道女たちに「母の心を持っ
て子どもに接するように」と教えていたというエ
ピソードからも、母性的養育を重視したフレーベ
ルの精神に通じる保育を実践していたとみられ
る。小林22 は、ド・ロ神父の出津保育所はフラン
スの保育所の規定にあてはまり、幼年組の内容的
にみて保育所の機能を果たしていて年代からみて
日本において先駆的なものであったとして日本最
初の保育所としている。
　ド・ロ神父は保育所を開設する前に1879（明治
12）年に外海に赴任して最初に着手したのは学校
の設立であった。その背景については、片岡23 は
「ド・ロ神父が教育が人間をつくり、教育の大切さ
を知っていた」からとしている。その年の12月に
彼の助手である中村近蔵の名で長崎県知事　内海
忠勝に「私学校開設願」を提出している。1880（明
治13）年のパリ外国宣教会の年次報告には「外海
地区には、100人の男子生徒の通っている学校が二
つあって、女学校も四つあり」24 と記されている。
彼は文字の読めない村人が多いのをみて、読書の
習慣を幼少期から身につけされる必要性を感じて
いた。彼は『智慧明ヶ乃道』を著しており、その
教育法で注目されるのは勤勉の習慣を幼いころか
スタントの学校が三つあります。しかし、カトリッ
クの学校はありません。あるのは小さな神学校と
海岸通りにあるショファイユの幼きイエズス修道
女会の孤児院兼小さな女学校だけです。長崎の人
たちは、信者、未信者を問わず、真理を探究する
カトリックの男子校を望んでいるのです。」と助言
している。その後、バルツ神父が長崎に派遣され
「海星」と名付けられた長崎の学校は1892（明治
25）年９月に開校した。1898（明治31）年大阪に
病院跡を借りて始まった教育事業は成人の夜間学
校で「明星」と呼ばれた。
　カトリックの教育事業が本格化するのは、プロ
テスタントに比べかなり遅れており、その背景に
は慈善事業を優先させていたことがあった。青山16
は、「近代日本を形成発展させる指導的インテリの
養成ではなく、カトリックの伝統に批判的な欧米
の近代思想、並びにそれを摂取しながら成長した
日本の近代精神に対して一線を画し、そういう思
想や精神が風潮する近代化社会のなかで、密かに
カトリックの伝統を重んじ神信仰に忠実に生きよ
うとする、一種の草の根的教育を続けていたこと
にはそれなりの長所もあったように思う」と評価
している。
５．育児事業
　角野17 は、「カトリック教会は布教部と慈善部が
それぞれ独立し、組織的かつ相互連絡を保ちなが
ら活動がおこなわれ、慈善部は、育児事業、医療、
養老員などの福祉的事業に力を注ぎ、それら事業
の中でも最も早く設立されたのは育児事業であっ
た」と述べている。1872年（明治５）年の菫女学
校、1874（明治７）年の浦上養育院、1887年（明
治20）年までに９か所の施設があった18。先に取
り上げたサン・モール修道会の育児事業のように
主にこうした育児事業はカトリックが営んでい
た。その指導者は、主にフランスン神父や修道女
たちであった。
　日本人により私経営の育児事業は1879（明治12）
年に東京で設立された福田会育児院、1886（明治
19）年に大阪で設立された愛育社、1887年に岡山
に設立された岡山孤児院の３か所であるが、日本
人による最初の育児事業は岩永マキらの手による
長崎の浦上養育院である。孤児の養育開始した彼
女たちの共同生活は当初「女部屋」と呼ばれ、1877
（明治10）年に修道会として組織され浦上十字会と
命名された。その岩永マキを含めた修道女たちを
指導し、自ら医療活動にも取り組んでいたのが、
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21　矢島浩、『明治期日本基督社会事業施設史研究』、雄山閣
出版、p.18、1982年。
22　小林恵子、『日本の幼児教育につくした宣教師　上巻』、
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ら身につけさえることであり、自分のため他人の
ために働く習慣はその人の一生の財産であり、こ
のため救助院の手伝いを子供たちに教え身につけ
させようとした25。
まとめ
　これまでに、明治期のキリスト教カトリックの
動きと教育事業・育児事業を概観してきた。その
結果として、以下のようにまとめることができる。
　①　カトリックは、教育事業よりも慈善事業を
優先させていた。そのため、プロテスタン
トよりも教育事業は遅れた。
　②　慈善事業のなかの孤児・捨て子の養育にか
かる育児事業が先行していた。そのため、
日本で最初の保育所とみられる出津保育所
がド・ロ神父によって長崎県外海に開設さ
れた。
　③　当時の宣教との関係で学校教育の必要性が
あったにせよド・ロ神父の場合は社会的弱
者の自立を助けるものとして教育の重要性
を認識し、実践していたという見方ができ
る。
　カトリック内部における慈善事業の評価につい
て、田代26 は「個々の宣教師や修道会が、必要と
思われる事業を個々バラバラに始め、相互の間に
連絡とか調整とかいったこともなく全国各地でお
こなったのではないかと思われる。」と指摘してい
る。その視点からみると、ド・ロ神父が出津保育
所や学校を設立し外海に生涯を捧げた行為は、自
らの価値観によって行動していたといえよう。
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